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1. 市川海岸塩浜地区護岸検討委員会の経緯
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１．第８回 検討委員会 2006.6.16 ○護岸工事の実施状況、
事前モニタリングの結果について等

１．第８回 検討委員会 2006.6.16 ○護岸工事の実施状況、
事前モニタリングの結果について等

①勉強会 2006.8.2 ○粗朶及び護岸の事例等

②勉強会 2006.10.2 ○護岸断面の委員提案等

2．第９回 検討委員会 2006.10.11 ○基本断面とバリエーションについて等2．第９回 検討委員会 2006.10.11 ○基本断面とバリエーションについて等

③勉強会 2006.10.25 ○基本断面とバリエーション等

3．第10回 検討委員会 2006.11.7 ○護岸の配置、順応的管理計画について等3．第10回 検討委員会 2006.11.7 ○護岸の配置、順応的管理計画について等

④勉強会 2006.11.22 ○１９年度の実施内容等

4．第11回 検討委員会 2006.12.15 ○平成19年度実施計画案について等4．第11回 検討委員会 2006.12.15 ○平成19年度実施計画案について等

2．Ｈ１８年度 市川海岸塩浜地区護岸検討委員会の検討経緯

1)モニタリング公開調査 2006.4.1

4)現地見学会 2006.8.31

5)モニタリング公開調査 2006.9.21

⑤勉強会 2006.12.8 ○粗朶及び平成１９年度の
モニタリング計画等

⑥勉強会 2007.1.26 ○再生会議に提出する資料等

2)現地見学会 2006.5.31

3)現地見学会 2006.7.7

6)モニタリング公開調査・現地見学会 2007.1.22



（１）検討の流れ

護岸の事例と基本的な考え方を提示

旧基本断面

委員からの提案・意見

よりよい断面の提案

護岸の平面デザインプラン（検討中）

断面バリエーション（検討中）
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3．護岸断面の検討経緯

事前モニタリング調査

施工直後の
モニタリング調査

モニタリング結果の
施工直後での検証

モニタリング結果の
評価基準（検討中）

18年度
海側の施工

18年度
陸側の施工

事前予測・評価



H
19
年
度
施
工
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果

H
19
年
度
施
工
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果 順応的管理

により護岸の
向上を目指す

順応的管理
により護岸の
向上を目指す

H18年度施工と

モニタリング結果

●防護
・100m区間の施工

●環境
・潮間帯生物の定着

・石積部の生物の利用

・海底地形・底質に大き
な変化なし

● 利用
・景観は殺伐感を感じる

H18年度施工と

モニタリング結果

●防護
・100m区間の施工

●環境
・潮間帯生物の定着

・石積部の生物の利用

・海底地形・底質に大き
な変化なし

● 利用
・景観は殺伐感を感じる

● より良い工夫、より良い断面● より良い工夫、より良い断面H19年度：施工H19年度：施工

結果の検証、
効果・改善点の整理

結果の検証、
効果・改善点の整理

モニタリング結果の評価基準

（検討中）

1.防護
背後地の安全の早期の確保。

2.環境
・マガキを主体とした潮間帯生物群集

が定着し、ハビタットとして機能発揮。

・周辺海底地形に著しい変化が生 じ

ないこと。

3.利用
・周辺域と調和のとれた景観の確保。

・人々と三番瀬とのふれあいの確保。

モニタリング結果の評価基準

（検討中）

1.防護
背後地の安全の早期の確保。

2.環境
・マガキを主体とした潮間帯生物群集

が定着し、ハビタットとして機能発揮。

・周辺海底地形に著しい変化が生 じ

ないこと。

3.利用
・周辺域と調和のとれた景観の確保。

・人々と三番瀬とのふれあいの確保。

5（２）モニタリングをふまえた護岸断面の改善内容（２）モニタリングをふまえた護岸断面の改善内容

公開調査、勉強会、
現地見学会
等の実施

公開調査、勉強会、
現地見学会
等の実施

考 察
●防護
既設護岸切り下げに

よる施工方法に安全
面で不安あり。

● 環境
マガキを主体とした
潮間帯生物の定着
が期待。

●利用
景観の殺伐感の緩
和ため工夫が必要。

考 察
●防護
既設護岸切り下げに

よる施工方法に安全
面で不安あり。

● 環境
マガキを主体とした
潮間帯生物の定着
が期待。

●利用
景観の殺伐感の緩
和ため工夫が必要。
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（３）委員から出された、より良い断面への提案内容

植栽

植栽

護岸

曲線的な遊歩道

芝地

低木

植栽

植栽

護岸

曲線的な遊歩道

芝地

低木

参考事例：お台場海浜公園

柔らかな断面形状

石の間への芝の植え込
みによる人工感の緩和

柔らかな断面形状

石の間への芝の植え込
みによる人工感の緩和

参考事例：大井埠頭中央海浜公園

基礎シート

 AP+1.00m 捨 石

 AP－1.50m

被覆石(１t/個）

1:3

（２層積み）  AP＋5.65m

 AP＋3.00m

防砂シート
土留め鋼矢

A.P.+3.00m

・倉阪委員 ・川口委員
・富田委員
・石川委員
（市川市）

・倉阪委員
・清野委員
・川口委員
・後藤委員
・富田委員
・石川委員（市川市）

マウンド
・倉阪委員
・清野委員
・後藤委員
・富田委員
・石川委員（市川市）

植生を考慮した石積み護岸 プロムナード グリーンベルト

▽ 計画高潮位:A.P.+5.4m

▽ 朔望平均満潮位:A.P.+2.1m

▽ 朔望平均干潮位:A.P.±0.0m

旧基本断面

（Ｈ１７年度）

A.P.+1.00m

A.P.+3.00m

A.P.+5.65m

遊歩道



（４）より良い断面の提案
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 AP+1.00m 捨 石

 AP－1.

被覆石(１t/個）

1:3

（２層積み）  AP＋5.65m

 AP＋3.

防砂シート
土留め

基礎シート

旧基本断面

（Ｈ１７年度）

新基本断面

（Ｈ１８年度）

のり先を乱積にするこ
とにより、生物の定着
と利用を促進

のり先を乱積にするこ
とにより、生物の定着
と利用を促進

被覆方法の工夫による
なだらかな断面形状

被覆方法の工夫による
なだらかな断面形状

石の間隙への植裁に
より殺伐感を緩和

石の間隙への植裁に
より殺伐感を緩和

管理用通路の有効利用

→曲線的な遊歩道の整備

管理用通路の有効利用

→曲線的な遊歩道の整備

自然観察デッキやシン
ボルスポット等のバリ
エーションの配置

①

② ③

④

①

② ③

 AP＋4.00m

施工方法の改良によ
る途中段階の波浪に
対する安全の確保

AP+4.00m

④

③

②

①

事例等を参考にしてよりよい工夫を行うものとし、

のり先部分は乱積みとして生き物に配慮していく。
特になし④ その他

管理用通路を有効利用し、

曲線的な遊歩道（プロムナード）を造る。
一般的な管理用通路③ 管理用通路

石の隙間に植栽をほどこし、殺伐感を緩和する。自然石の利用② 景観

被覆方法を工夫し角張った断面形状を造らない

（ハッキリとした護岸法線（稜線）を造らない）。
３割の緩傾斜断面① 断面形状

Ｈ１８年度の取り組みＨ１７年度の取り組み項 目

▽ 計画高潮位:A.P.+5.4m

▽ 朔望平均満潮位:A.P.+2.1m

▽ 朔望平均干潮位:A.P.± 0.0m

A.P.+1.00m

A.P.+5.65m
▽ 計画高潮位:A.P.+5.4m

▽ 朔望平均満潮位:A.P.+2.1m

▽ 朔望平均干潮位:A.P.± 0.0m

A.P.+1.00m

A.P.+5.65m

A.P.+4.00m



8

将来イメージ将来イメージ（参考図）

第１段階エリア第１段階エリア

塩浜地区まちづくり基本計画（市川市）



（５）護岸の平面デザイン（検討中） 9

②木製階段

③立木

③広場公園

③曲線的な遊歩道(管理用通路)

植栽を施した石積み護岸

③グリーンベルト

①島（大）①島（小） ④テラス

⑤自然観察桟橋

②捨石階段

②捨石階段

②捨石階段

⑥さらし砂実験場

□平面デザイン（検討中）を踏まえたバリエーションの提案

① シンボル的なスポットを造る。
② 水際へのアクセスができるように階段部を造る。
③ マウンドを含めた一体的な整備を図る。
④ 段差を利用したテラスを造る。
⑤ 自然観察桟橋を設置する。
⑥ 護岸すりつけ部のさらし砂実験場

□平面デザイン（検討中）を踏まえたバリエーションの提案

① シンボル的なスポットを造る。
② 水際へのアクセスができるように階段部を造る。
③ マウンドを含めた一体的な整備を図る。
④ 段差を利用したテラスを造る。
⑤ 自然観察桟橋を設置する。
⑥ 護岸すりつけ部のさらし砂実験場



参考 Ｈ１８年度の整備について

1
: 3

1:21:2

1:
2

AP.+4.0ｍAP.+3.0ｍ

1:
2

1
:2

1:2

AP.+5.65ｍ 1:20

1
:2

H18年度　L=100m

1
:2

A.P.+5.65m

１：３

Ｈ鋼杭 捨 石

1ﾄﾝ石

A.P.+4.0m

１：２

A.P.+5.65m

１：３

Ｈ鋼杭

捨 石

A.P.+3.0m

１：２

① ②

H18年度の整備状況（①の視点から） H18年度の整備状況（②の視点から）
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Ｈ18年度 100m

完成部 20m捨石部 60m 捨石部 20m

A.P.+3.0m
A.P.+5.65m A.P.+4.0m



H18年度の整備状況（海上からの全景）
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（１）工事の考え方

12

4. Ｈ１９年度の整備方針について

＝ 工区設定について ＝

１．平成19年度～平成22年度（４箇年）で800ｍ施工する必要がある。１．平成19年度～平成22年度（４箇年）で800ｍ施工する必要がある。

３．工事用搬入路になる現在の１箇所の出入り口では、
複数の工区での工事は不可能。

３．工事用搬入路になる現在の１箇所の出入り口では、
複数の工区での工事は不可能。

２つの工区で同時に工事を進めることで、800ｍの施工が４年となる。
このことから２工区を設定し、工事の進捗を図るものとした。

２つの工区で同時に工事を進めることで、800ｍの施工が４年となる。
このことから２工区を設定し、工事の進捗を図るものとした。

２．１工区だけからの施工では800ｍの施工に８年を要する。２．１工区だけからの施工では800ｍの施工に８年を要する。

 
自然環境学習の場 

線

葉

庫
倉

浜

所
工

鉄

ト
ー

コ
レ

プ
マ

ズ 材

ツ
ー
ポ
ス

川市
ザ
ラ

ト
ー
コス

ニ
テ

100ｍ

第１工区

230ｍ120ｍ40ｍ

第２区

392m

H18年度
100ｍ

H19年度～H２２年度
800ｍ

塩浜２丁目 工事用搬入路①工事用搬入路②



 

(現況地盤) 
 AP+1.00m 捨 石

 AP－1.50m

被覆石(１t/個）

1:3

（２層積み）  AP＋5.65m

 AP＋4.00m

1:
2

① 捨 石 先 行（案）

○中詰めの捨石（+4.0ｍ）と海側のＨ鋼杭を施工
していく捨石部120m
※H19年度工事進捗量：捨石120ｍ

２工区 １工区

案
内
図

計
画
概
要
図

標
準
断
面
図

○H18年度迄の工事の状態で、引き続き中詰めの捨石（+4.0ｍ）と海側の
Ｈ鋼杭を施工していく
※H19年度工事進捗量：捨石230ｍ

9
（２）実施計画検討案
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A.P.+4.0m

１：２

Ｈ鋼杭

捨 石

A P.+4. 00ｍ

1:
2

1:
2

1:
2

1:
2

120. 00m
捨石 部

1:
2

1:
2

1 :2
1:2

捨石部 120ｍ

 

1:
3

1:21:2

1:
2

AP.+4.0ｍAP.+3.0ｍ

1:
2

1:
2

1:2

AP.+5.65ｍ 1:20

1:
2

H18年度　L=100m

AP.+4.00ｍ

1:
2

1:
2

1:
2

23 0.00m
捨石部

1:
2

1:
2

1:
2

1:
2

捨石部 230ｍ H18年度 100ｍ

 線

葉

庫
倉
浜

所
工

鉄

ト
ー

コ
レ
プ

マ
ズ 材

ツ
ー
ポス

川
市
ザラ

トー
コス

ニ
テ

100ｍ

第１工区

230ｍ120ｍ40ｍ

第２区

392m

自然環境学習の場 

120ｍ 390ｍ 230ｍ
２工区 １工区

100ｍ60ｍ

すりつけ区間

A.P.+5.65m

A.P.+1.00m

A.P.+4.00m

A.P.-1.50m



 
AP+4.85ｍ 

(現況地盤) 
 AP+1.00m 捨 石

 AP－1.50m

被覆石(１t/個）

1:3

（２層積み）  AP＋5.65m

 AP＋4.00m

 
AP+4.85ｍ 

(現況地盤) 
 AP+1.00m 捨 石

 AP－1.50m

被覆石(１t/個）

1:3

（２層積み）  AP＋5.65m

 AP＋4.00m

② 完 成 形（案）

２ 工 区 １ 工 区

案
内
図

計
画
概
要
図

標
準
断
面
図

○H18年度迄の工事範囲を完成に仕上げ、引き続き+4.0mまで完成させながら順次施工していく

※H19年度工事進捗量：完成60ｍ＋暫定60ｍ
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捨石先行案と同じ

①－①’断面

A.P.+4.85m

１：３

Ｈ鋼杭
捨 石

1ﾄﾝ石

 線

葉

庫
倉
浜

所
工
鉄

ト
ー

コ
レ

プ
マ

ズ 材

ツ
ーポ

スス

川
市ザ

ラプ

ト
ーコ

スニ
テ

120ｍ 100ｍ

第１工区

40ｍ

第２区

60ｍ562m

自然環境学習の場 

120ｍ 560ｍ 60ｍ
２工区 １工区

100ｍ60ｍ

すりつけ区間

 

（暫定完成形）
60.00m
捨石部

1
:
3

AP.+4.00ｍ

1:2

20.00m
基本断面部

（完成形）（完成形）
60.00m
捨石部

1
:
3

20.00m
捨石部

（未完成）

1
:
3 1
:
2

AP.+5.65ｍ1:2
AP.+4.85ｍ

AP.+3.8ｍ
1:2 1:20

20m 20m完成 60m暫定 60m

AP+4.0m

②’

②

①’

①

A.P.+1.00m

A.P.+5.65m
A.P.+4.85m

A.P.-1.50m

A.P.+4.00m

②－②’断面

A.P.+1.00m

A.P.+5.65m

A.P.+4.00m A.P.+4.00m

A.P.-1.50m

A.P.+4.00m

１：３

Ｈ鋼杭

捨 石1ﾄﾝ石



③ 完成形＋捨石先行（案）

２ 工 区 １ 工 区

案
内
図

計
画
概
要
図

標
準
断
面
図

○H18年度迄の工事範囲を完成断面に仕上げ、引き続き中詰めの捨石（+4.0ｍ） と海側のH鋼杭を施工していく
※H19年度工事進捗量：完成60ｍ、捨石200ｍ
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捨石先行案と同じ

②－②’断面 ①－①’断面

A.P.+4.0m

１：２

Ｈ鋼杭

捨 石

A.P.+4.85m

１：３

Ｈ鋼杭
捨 石

1ﾄﾝ石

 線

葉

庫
倉
浜

所
工

鉄

ト
ー

コ
レ
プ

マ
ズ 材

ツ
ーポ

スス

川
市ザ

ラプ

ト
ーコ

スニ
テ

100ｍ

第１工区

230ｍ120ｍ40ｍ

第２区

392m

自然環境学習の場 

120ｍ 420ｍ 200ｍ
２工区 １工区

40ｍ60ｍ

すりつけ区間

60ｍ

 
AP.+4.00ｍ

1:
2

1:
2

1:
2

230.00m
捨石部

1:
2

1:
2

1:
2

1:
2

1:
2

1:
3

1:2 AP.+3.8ｍ

1:
2

1:2

A P. +5.6 5ｍ 1:2 0

60 00m
捨石部

20 00m
基本断面部

20 00m
捨石部

1:2

1:
3

AP.+4.85ｍ
AP.+4.0ｍ

1:
3

1:2 AP.+3.8ｍ

1:
2

1:2

A P. +5.6 5ｍ 1:2 0

60 00m
捨石部

20 00m
基本断面部

20 00m
捨石部

1:2

1:
3

AP.+4.85ｍ
AP.+4.0ｍ

1:
3

1:2 AP.+3.8ｍ

1:
2

1:2

A P. +5.6 5ｍ 1:2 0

60 00m
捨石部

20 00m
基本断面部

20 00m
捨石部

1:2

1:
3

AP.+4.85ｍ
AP.+4.0ｍ

捨石部 200ｍ 完成

60ｍ

20ｍ

20ｍ

AP+4.0m

①’

①

②’

②

 

(現況地盤) 
 AP+1.00m 捨 石

 AP－1.50m

被覆石(１t/個）

1:3

（２層積み）  AP＋5.65m

 AP＋4.00m

1:
2

A.P.+5.65m

A.P.+1.00m

A.P.+4.00m

A.P.-1.50m

 
AP+4.85ｍ 

(現況地盤) 
 AP+1.00m 捨 石

 AP－1.50m

被覆石(１t/個）

1:3

（２層積み）  AP＋5.65m

 AP＋4.00m

A.P.+1.00m

A.P.+5.65m
A.P.+4.85m

A.P.-1.50m

A.P.+4.00m



（3） Ｈ１９年度の整備方針の検討の流れ
実施計画検討案

①捨石先行（案）, ②完成形（案）
③完成形＋捨石先行（案）

委員からの意見

捨石先行（案）を再生会議に報告

第11回検討委員会の意見の内訳

③ 完成形＋捨石先行（案）

① 捨石先行（案）

② 完成形（案）

⑤ 工事１年休止（案）

案
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④ 上記③に対して２工区保留（案）

意見（13名）
（欠席；学識2、一般3）

９名

０名
２名
２名

学識2，一般3、行政4

学識1、一般1
一般2

０名

１．新基本断面
（H17年度の断面を改善）

１．新基本断面
（H17年度の断面を改善）

２．Ｈ１９年度の実施計画（捨石先行案）
○１工区 230ｍ（A.P.+4.0ｍ）
○２工区 120ｍ（A.P.+4.0ｍ）

２．Ｈ１９年度の実施計画（捨石先行案）
○１工区 230ｍ（A.P.+4.0ｍ）
○２工区 120ｍ（A.P.+4.0ｍ）

１．断面バリエーション
２．護岸の平面配置計画
３．護岸の景観
４．後背地計画との調整

１．断面バリエーション
２．護岸の平面配置計画
３．護岸の景観
４．後背地計画との調整

主な意見
1)捨石先行（案）で現況の安全を早期

に確保してほしい。
2)２工区は背後地との調整を含めての
追加検討のため保留したい。
3)モニタリングを継続し１年間工事を
休止すべき。

継続審議事項




